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号

特
別
我
の
戟
鼻
で
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勤
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も
の
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報
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弁
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例
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1
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に
つ
い
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の
と
お
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特
別
僻
の
.
耕
具
で
非
常
勤
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も
の
の
報
酬
及
び
費
用
芸
に
関
す
る
条
例
の
1
部
を
改
正
す

る
こ
と
に
つ
い
て
･
地
方
自
治
法
(
昭
和
享
二
年
潰
律
聖
ハ
十
七
号
)
第
九
十
六
条
竺
項
の
規
定
紅
よ

り
'
本
義
会
の
議
決
を
求
め
る
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特
別
俄
の
聴
員
で
非
常
勤
の
も
の
の
報
朝
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
め

一
部
を
改
正
す
る
条
例

特
別
職
の
我
見
で
非
常
勤
の
も
の
の
報
耕
及
び
費
用
弁
償
に
的
す
る
条
例
(
昭
和
四
十
五
年
三
朝
町
条
例

弟
三
号
)
　
の
　
1
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
｡
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附

　

則

こ
の
条
例
は
'
暗
和
六
十
三
年
四
月
1
日
か
ら
施
行
す
る
｡
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